
  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

           のどにものがつまったとき 
食事のときに食べ物がうまく呑み込めないと、のどにつまらせてしまうことがあります。子どもの口の大きさは直径 3～4㎝く

らいなので、これより小さなものは食べ物以外の異物でも口の中に入れてしまいます。食べ物や異物を飲み込んで、のどにつま

ってしまったときは、窒息（呼吸ができない状態）となり、命にかかわる場合もありますので注意が必要です。 
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ほ け ん だ よ り 保健目標 

よく噛んで上手に 

 

 

飲み込みましょう 新しい一年がスタートしました。本年もよろしくお願いいたします。 

元気に過ごすためには健康な心と体が必要です。食事、運動、睡眠のバラン

スを大切にし、今年一年、毎日元気に過ごしましょう。 

 

風邪をひいて鼻水が出るのを放って

おくと、鼻水の細菌が繁殖し、耳管を通

って中耳に侵入して中耳炎を起こすこ

とがよくあります。子どもは耳管が短く

傾きがなだらかなため、鼻の中のウイル

スや細菌が中耳に入りやすく、中耳炎を 

おこしやすいのです。風邪の診察の 

ときに一緒に耳もみてもらうと 

いいですね。 

 予防接種は、子どもの健康を守る大切なものです。

０～２歳児の頃は予防接種の種類も回数も多く、しか

も小さな子どもは体調も崩しやすいので、予定どおり

にはなかなか接種できないよいうことがしばしば起こ

ります。 

 接種がなかなか進まずに困っていることがありまし

たら病院などに相談してみましょう。 

 

予防接種とは・・・ 

喉に異物が入ったときは・・ 

意識がある場合はハイムリック法（後ろから抱きか

かえ、みぞおちにこぶしをあて上に向かって押し上げ

る）乳児は背部叩打法（うつぶせにした乳児を片腕に

乗せ、背中を強くたたく）を行います。吐き出したも

のは顔を横に向けさせて口を開いてかきだしましょ

う。 

固形物をつまらせたとき

は・・ 
幼児の場合は、お腹を抱えて頭

が下になるように持ち上げ、背中

を平手でたたきます。 

乳児の場合は、股の下から手を入

れて胸のあたりを支え、頭を下にし

て背中をたたきます。 

  特に気をつけたいもの 

◇薬のプラスチックシート 

◇ボタン電池 

◇水でふくらむビーズ 

（芳香剤、消臭剤、園芸用品など） 

 

子どもの耳は中耳炎になりやすい 
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＜背部叩打法＞ ＜ハイムリック法＞ 

 【予防接種の大切なポイント】 

① 子どもを守る 

予防接種で防げる病気はいずれも、小さな子どもが

かかると重症になりやすいものです。予防接種を受

けることで、そのような病気から子どもを守ります。 

② 接種できない人を守る 

予防接種を受けても免疫がつかない人や、妊娠中で

受けられない予防接種がある人は、感染のリスクが

あがります。しかし、他の人が予防接種を受けて流行

を防ぐことで、免疫がない人を守ります。 

③ 流行を防ぐ 

たくさんの人が予防接種を受けると、その病気にか

かる人が減り、園や地域で流行するのを防ぎます。 


